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『
喩
伽
師
地
論
』
は
心
所
法
と
し
て
五
十

三
も
し
く
は
五
十
三
法
を

挙
げ
、
そ
れ
ら
を
五
類
も
し
く
は
六
類
に
分
類
し
て
い
る
。
今
、

こ
の

総
数
の
相
違
が
邪
欲

・
邪
勝
解
二
法
の
説

・
不
説
に
起
因
し
、
ま
た
分

類
の
相
違

が
不
定
心
所
に
相
当
す
る
悪
作

・
睡
眠

・
尋

・
伺

の
四
法
を

染
汚
法

(
煩
悩
・
随
煩
悩
心
所
)
か
ら
独
立
し
て
分
類
さ
せ
る
か
否
か
に

よ
つ
て
い
る
ご
と
は
先
に
拙

稿

(『印
仏
研
』
第
二
十
八
巻
第

三
号
所
収
)

で
触
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
悪
作

・
睡
眠

・
尋

・
伺

の
四
法
の
う
ち
、
悪
作
と
睡
眠
が

『
喩
伽
師
地
論
』
に
お
い
て
ど
の
様

に
説
か
れ

て
い
る
か
を
検
討
す
る
事
に
よ
つ
て
、
分
類
の
相
違
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

心
所
論
に
つ
い
て
は
水
野
弘
元
著

『
パ
ー
リ
仏
教
を
中
心
と

し
た
仏
教

の
心
識
論
』
・
勝
又
俊
教
著

『
仏
教
に
お
け
る
心
識

説

の
研

究
』
の
二
大
著
作
が
あ
り
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な

が
ら

『
喩
伽
師
地
論
』
に
関

し
て
は
以
下
に
述
べ
る
と
ま
と
ま
つ
て
説

か
れ
て
い
る
箇
所
に
し
か
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
『
喩
伽
師
地
論
』
に
お
い
て
心
所
法
が
ま
と
ま
つ
て
説
か
れ

て

い
る

の
は

五

箇

所

で
あ

り
、

そ

の

う

ち
悪

作

・
睡

眠

・
尋

・
伺

を
説

い

て

い
る

部

分

を

挙
げ

る

と
以

下

の
如

く

で

あ

る
。

(
な
お
出
典

の
頁

は

大

正
新
修
大
蔵
経
三
〇
巻

の
も

の
で
あ
る
。
)

(
巻

一
)
云
何
意
地
…
…
彼
助
伴
者
謂
作
意

…
…
悪
作
睡
眠
尋
伺

如
レ
是

等

輩
倶
有
相
応

心
所
有
法
是
名
二
助
伴

一
(
二
八
〇

・
b
)

(
巻
三
)
幾
依
ニ
一
切
処

一生
非
一二

切
地

一非
二
一
切
時

一非
二
一
切
一耶
、

答
謂

悪
作
等
伺
為
ニ
後
辺

一
(
二
九

一
・
a
)

(巻

五
十
五
)

随
煩
悩

自
性
云
何
謂
念
…
…
悪
作
睡
眠
尋
伺

…
…
随
煩
悩

云

何
展
転
相
応
当
レ
知
…
…
睡

眠

悪

作

与
二
三
切

善

不

善

無

記
一
相

応

(
六
〇

四

・
a
)

(巻
五
十
八
)

尋
伺
悪
作
睡

眠
此
四
随
煩
悩
通
二
善
不
善
無
記

心
一
起

非
一二

切
処

一非
ニ
一
切
時

一…
…
悪
作
睡
眠
唯

在
二
欲
界

一
(
六
二
二

・
a
)

以

上

の
箇

所

の
う

ち
、

論

前

半

の
本

地

分

で

は
巻

三
に

お

い

て

は
悪

作

・
睡

眠

・
尋

・
伺

の
四

法

は

煩

悩

・
随

煩

悩

心
所

か
ら
独

立

し

て
分

類

さ

れ

て

お
り
、

他

の
摂
決

択

分

で
は

そ

れ

ら

が
随

煩
悩

心
所

中

に
分

類

さ

れ

て

い

る
。

し
か

し
巻

五

十

五

で

は
悪

作

・
睡

眠

が
善

・
不

善

・

『
喩
伽
師
地
論
』

心
所
法

の
研
究

(清

水
)

二
〇

五
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『
喩
伽
師
.
 
地
論
』

心
所
法

の
研
究

(
清

水
)

二
〇
六

無
記
と
相
応
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
巻
五
十
八
で
も

二

切
」
の
具
欠

の
説
明
は
巻
三
と
同

三
で
あ
り
随
煩
悩
心
所
中
に
分
類
す
る
こ
と
は
不

合
理
で
あ

る
。
こ
れ
は
水
野

・
勝
又
博
士
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、

両
博
士
と
も
巻
五
十
八
の
記
述
に
は
触
れ
ら
れ

て
い
な

い
よ
う

で
あ

る
。次
に
当
面
の
課
題
で
あ
る
悪
作

・
睡
眠
に
関
し
て
論
に
個
別
に
説
か

れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
重
複
す
る
所

も
あ
る
が
大
体
次
の
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ω
悪
作

・
睡
眠
の
両
者
も
し
く
は
ど
ち
ら
か

三
方
を
善
法
を
修
す
る
の

を
妨
げ
る
纏
と
し
て
い
る
。

(巻
八
)
纒
者
八
纒
謂
…
…
睡
眠
…
…
悪
作

(一二=

四
・
c
)

(巻
二
十
七
)
住
二瞑
悉
幡
沈
睡
眠
揮
挙
悪
作
疑
纒

(四
三
五
・
a
-
b
)

(巻
四
〇
)
諸
菩
薩
…
…
為
二瞑
悉
幡
沈
睡
眠
捧
挙
悪
作
疑
纒
所
レ
苦
有
情
一

開
解
令
ニレ離
疑
纒
等
苦
一
(五

三
二
・
c
)

(巻
五
十
四
)
便
為
二唇
沈
睡
眠
纒
蝋覆
二其
心
幅
(五
九
六
・
a
)

(巻
八
十
九
)
三
切
煩
悩
皆
有
二其
纒
一…
…
悟
沈
睡
眠
数
数
現
行
能
為
二障

擬
一…
…
悼
挙
悪
作
数
数
現
行
能
為
ニ障
擬
一
(六
〇
三
・
b
)

(
2
)
悪
作

・
睡
眠
を
善
法
を
生
じ
さ
せ
な
い
蓋
と
し
て
い
る
。

(巻
十

三
)
有
二
五
蓋
一…
…
一
貧
欲
蓋
二
瞑
患
蓋
三
悟
沈
睡
眠
蓋
四
捧
挙
悪

作
蓋
五
疑
蓋
…
…
睡
眠
者
謂
心
極
昧
略
…
…
心
極
昧
略
是
睡
眠
性
…
…
悪
作

者
謂
因
下尋
二思
親
属
一等
上故
心
生
二追
悔
一…
…
或
因
下追
中
念
昔
所
二曾
経
一戯

笑
等
事
上便
生
二悔
恨
一
(三
二
九
・
b
i
c
)

、
(巻

二
十

一
)
於
二
五
種
蓋

一浄

二修

其
心
一所
謂
・貧
欲
瞑
悉

悟
沈
睡
眠
悼

挙
悪

作

及
以
疑
蓋

(
三
九
七

・
b
)

(巻

四
十

一
)
瞑
悉

幡
沈
睡
眠
悼
挙

悪
作
及
与
疑
蓋

(
五

三
九

・
a
)

(巻

七
十
七
)

於
ニ
五
蓋

中
一幾
是
奢
摩

他
障
幾
是
毘
鉢
舎
那
障

…
…
悼
挙
悪

作
是
奢
摩
他
障
幡
沈
睡
眠
疑
是
毘
鉢
舎
那
障

(
七

二
七

・
d
)

(巻

八
十
九
)

為
三
レ
欲

断
二
除

悟
沈

睡
眠
及
以
疑
蓋

一分
二析

六
事
一
如
理
作
意

(
八
〇
六

・
c
)

偶

悪

作

・
睡

眠

を
煩

悩

・
随

煩

悩

も

し

く

は

雑

染

・
染

汚

と

し

て

い

る
。

あ

る

い
は

そ

れ

ら

と

同

格

の
も

の
ど

し

て

い
る
。

(巻
十

三
)

云
何
睡
眠
謂
諸
煩
悩
随

眠

(
三
四
六

・
b
)

(
巻
二
〇
)

性
多
睡
眠
有

二多
睡
眠
随
煩
悩
現
行
過
失

一
(
三
九

一
・
b
)

(
巻
三
十
七
)

除
二
遣
憂
愁

及
悪
作

一行
除
二遣
煩
悩
随
煩
悩

一行

(
四
九

七

・

c
)
、
(
巻
六
十
九
)

云
何
為
レ
犯
謂
能
障

二磯

所
有
善
法

一令
レ
不
レ
得
レ
生
…
…
悪
作

障

者
謂
如
レ
有
レ
三
相
続

染
汚

悪
作
所
レ
触
於
二此
悪
作

一不
ニ
レ
能
善
巧

究

寛

除

地
遣
一
(
六
七
八

・
c
i

六
七
九

・
a
)

(
巻
八
十
五
)

為
レ
断
下
幡
沈
睡

眠
揮

挙
悪
作
如
ニ
其
次
第

一奢
摩
他
毘
鉢
舎
那

品
随
煩
悩
上
故

(
七
七
八

・
a
)

(
巻
九
〇
)

悟
沈
及

以
睡
眠

二
随
煩
悩

(
八

一
〇

・
b
)
、

(
巻
九
十

三
)
如
レ
是
殿
犯

如
レ
是

悪
説
如
レ是
悪
作

如
レ
是

非

法

雑

染

而

住

(
八

三
八

・
a
)

(
巻
九
十
九
)

幡
沈
睡

眠
名
ニ奢
摩

他
品
諸
随
煩
悩

一
(
八
六ハ
八

・
a
)

(
4
)
悪作

・
睡

眠

を
奢

摩

他

・
毘

鉢

舎

那

の
所
対

治

の
法

と

し

て

い
る
。
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な
お
前
出

の
巻
七
十
七
と
巻
八
十
九
は
こ
ご
に
も
分
類
で
き
る
。

(巻
二
十
八
)
(
云
何
随
順
学
法
…
…
)
有
二慢
緩
一者
於
ニレ修
止
観
一過
患
作

意
幡
沈
睡
眠
映
二蔽
其
心
一令
二心
極
略
一
(
四
三
六
・
c
)

㈲
上
記
四
分
類
に
含
ま
れ
な
い
も
の
で
、
巻
二
十
八
と
四
〇
で
は
悪
作

は
戒
に
お

い
て
作
さ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
巻
四
〇
で
は
悪
作
が
菩

薩
の
違
犯

と
さ
れ
、
巻
四
十
八
で
は
衆
生
は
菩
薩
に
よ
つ
て
悪
作
を
離

れ
さ
せ
ら
れ
る
と
し
、
巻
七
〇
で
は
善
作
の
対

と
し

て
悪
作

が
示
さ

れ
、

そ
し
て
巻
七
十
九
で
は
悪
作
は
菩
薩
の
修
行
の
障
擬
と
さ
れ
て
い

る
。上
来
挙
げ
て
き
た
所
か
ら
明
確
に
な
る
の
は
、
巻
三
の
通
三
性
の
定

義
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
部
分
の
箇
所
が
悪
作

・
睡
眠
を
不
善
と
し
て
い

る
事
で
あ
り
、
例
外
で
あ
る
巻
五
十
五

・
五
十
八
に
し
て
も
そ
の
記
述

に
は
前
述

の
如
く
不
合
理
が
指
摘
で
あ
る
。
又
、
思
想
的
に
発
展
が
あ

る
と
さ
れ

て
い
る
本
地
分

・
摂
決
択
分
と
分
け
て
見
て
も
、
悪
作

・
睡

眠
に
関
す

る
か
ぎ
り
同
様
で
あ
り
、
唯
巻
三
の
記
述
の
み
が

三
段
発
展

し
た
も
の
と
し
て
目
立
つ
の
で
あ
る
。
今
、

こ
の
点
を
解
明
す
る
十
分

な
紙
面
が
な
い
の
で
以
下
に
そ
の
端
緒
の
み
を
示
す
と
、
ま
つ
第

一
の

見
方
と
し
て
は
水
野
博
士
が
示
さ
れ
て
い
る
様

に
論
の
心
所
論
が
か
な

り
混
乱
し
て
い
た
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。
第

二
の
見
方
と
し
て
は
最

近
諸
学
者

の
間
で
言
わ
れ
て
い
る
論
の
成
立
時

の
問
題
を
考
慮
す
る
事

で
あ
り
、

す
な
わ
ち
論
の
全
体
が

三
時
に
、
も
し
く
は
現
行
の
順
序
に

よ
つ
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
部
分
的
に
前
後
し
て
ー

つ

ま
り
本
稿
で
は
巻
三
を
含
む
意
地
の
部
分
及

び
摂
決
択
分
の
巻

五
十

五

・
五
十
八
を
含
む
五
識
身
相
応
地
意
地
と
有
尋
有
伺
等
三
地

の
部
分

の
全
体
又
は
そ
の

一
部
分
が
お
そ
く
ー
成
立

し
た
考
え
る
事

が
で
き

る
。

こ
の
二
つ
と
も
確
実
な
検
証
が
済
ん
で
い
な
い
の
で
断
定
は
出
来

な
い
が
、
他
の
法
相
の
検
討
な
ど
も
並
行
す
れ
ば
必
ら
ず
解
決
し
得
る

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
最
後
に
論
と
順
逆
に
か
か
わ
ら
ず
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
る

『
倶
舎
論
』
に
お
い
て
不
定
心
所
の
分
類
が
確
立
さ
れ
て
い
た

と
の
説
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
論

と

『
倶
舎
論
』

の
成
立

の
前
後
に
つ
い
て
も
前
述
の
第

一
・
第
二
の
い
つ
れ
の
解
決
法
を
と
る

と
も
、
同
時
代
の
成
立
と
い
う
場
合
も
含

め
て
、
『喩
伽
論
』
↓

『
倶

舎
論
』
の
順
序
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
よ
う
。

(立
正
大
学
大
学
院
)

『
喩
伽
師
地
論
』

心
所
法

の
研
究

(
清

水
)

二
〇
七
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